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★ 株主の皆様へ

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り厚く
御礼申し上げます。ここに第98期第2四半期（平成29年4月1日～
平成29年9月30日）の概況をご報告申し上げます。
　当社グループでは今年度から「安定した収益確保による経営基盤
強化と、変化への果敢な挑戦によって更なる発展を目指す」を基本
方針とする新たな中期経営計画「Challenge to a new Stage」を
スタートさせ、その初年度として、土木、建築、海外からなる基幹
3事業の確実な発展に向けた基盤固めに努めております。
　当第2四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期比12.7％
増の815億円、営業利益は前年同四半期比37.3％増の50億47百万
円、経常利益は為替評価の影響を受けなかったことなどから、前
年同四半期比86.9％増の50億7百万円となり、これに法人税等を
計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半
期比93.5％増の31億96百万円となりました。
　当社は2年後の創立90周年はもと
より、その先の創立100周年に向け
て一段の飛躍をしなければなりませ
ん。そのため計画達成に向け、我々
役職員一丸となって更なる社業の発
展に努力してまいりますので、皆様
からのご指導ご鞭撻のほどよろしく
お願い申し上げます。

平成29年11月
代表取締役社長



★ TOYOトピックス

全国の港湾整備事業で活躍中
　現在我が国では、国際コンテナ戦略港湾（京浜港・阪神港）を始め、国
際バルク戦略港湾（小名浜港・釧路港他）、那覇空港滑走路拡張事業、南海
トラフ地震に備える防波堤工事など多くの港湾整備事業が行われています。
また、インバウンド需要の高まりを受けクルーズ船の寄港が増加していま
すが、大型クルーズ船を受け入れる岸壁が不足していることから、新たな
岸壁の整備なども進められています。当社はマリコン大手として、その高
度な技術力を活かして全国でこれらの港湾工事に携わっています。
　今後の港湾整備事業は、遠隔離島や大水深といった難易度の高い工事が
増加していくと予想され、当社の活躍の場はますます広がっていくものと
考えております。

工事が進む横浜港南本牧ふ頭。右手前が施工
中のMC-4コンテナターミナルになります

当社の設計施工で進む函館港若松地区の大型クルーズ 
船用岸壁の完成予想図

小名浜港東地区の施工状況。打設した鋼管杭
の上にPCホロー桁を設置します。



★ TOYOトピックス
鳥取市新本庁舎新築工事を受注

　鳥取市が計画している新本庁舎の新築工事を、当社をスポンサーとする共同
企業体が受注し、8月24日に契約いたしました。新本庁舎は、①防災機能の強
化、②市民サービス機能の強化、③庁舎機能の適切な配置、④活力と魅力ある
まちづくりの推進、⑤現在及び将来にわたる費用の抑制という5つの方針が設計
に取り入れられており、鳥取市の新しいランドマークとなることはもちろん、
市民が親しみとぬくもりを感じる場としての役割が期待されています。当社の
持つ技術力を最大限に発揮し、高い品質を確保していくとともに、無事故無災
害で竣工を迎えられるよう努力してまいります。

鳥取市新本庁舎の完成予想図

★ ホームページのご案内
　当社のホームページでは、会社概要や事業内
容、プレスリリースといった基本情報に加えて、
工事実績、株主・投資家情報、CSR情報など幅
広い情報を掲載しております。
　ぜひご覧ください。

http://www.toyo-const.co.jp/

検 索



★ 平成30年3月期第2四半期の連結業績概況

　当社グループの経営成績の状況は以下のとおりです。

経営成績

売 上 高 81,500百万円
（前年同期比　12.7％増）

経常利益 5,007百万円
（前年同期比　86.9％増）

営業利益 5,047百万円
（前年同期比　37.3％増）

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

3,196百万円
（前年同期比　93.5％増）

176,000
（予想）

72,323

156,235 152,587

73,566

81,500

H28.3 H29.3 H30.3

通期 第2四半期
（単位：百万円）

8,400
（予想）

2,679

7,501
6,326

4,043

5,007

H28.3 H29.3 H30.3

通期 第2四半期
（単位：百万円）

5,600
（予想）

1,652

4,520 4,303

2,353

3,196

H28.3 H29.3 H30.3

通期 第2四半期
（単位：百万円）

8,700
（予想）

3,675

8,464
7,123

4,663

5,047

H28.3 H29.3 H30.3

通期 第2四半期
（単位：百万円）

※平成29年11月9日に通期の業績予想を修正いたしました。



★ 会社概要（平成29年9月30日現在）

社 名
英 文 名 TOYO CONSTRUCTION CO., LTD.
創 立 昭和4年7月3日
資 本 金 14,049百万円（単体）
営 業 種 目 土木建築工事の請負、建設コンサルタント、土地造成、 

地域・都市・海洋・資源エネルギー開発及び環境整備、 
発電、エネルギーの供給に関する事業、不動産業、その他

従 業 員 数 1,551人（連結）

セグメント別売上高

1株当たり当期純利益、年間配当金推移

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

480億円 224億円 103億円

2億円3億円
0.7億円2億円

405億円 221億円 93億円

1億円
0.8億円

当第2四半期

前第2四半期

■ 国内土木事業 ■ 国内建築事業 ■ 海外建設事業 ■ 不動産事業 ■ その他事業

12.00
（予想）

59.58
（予想）

47.92

12.00

41.20

9.00

45.71

12.00

■ 1株当たり当期純利益　■ 配当金

（単位：円）

H27.3 H28.3 H29.3 H30.3


